




クレチン症のマス・スクリーニングの酵素免疫法はほぼ完成されたといっても過言でない。

しかしまだ反応時間と操作の短縮化や測定時間の迅速化及びキット試薬単価の高価のこと

などまだ解決すべき問題が残されている。我々はそれらの諸点を解決する糸口として.新し

い測定原理に基づいて,数百件の試料をわづか数分間で測定出来るコロナ電気の蛍光々度

計に着目し,マイクロプレート方式及び迅速試験管キュベット連続移動方式(試作段階)を

用いるクレチン症への応用とその方法論を考察したい。 


